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Ⅰ　はじめに
　最近の少年非行について，一般刑法犯の検挙人員をみると，2003年には約20万１千人であった
ものが，2012年には約10万１千人と最近10年間でおおよそ半減した１）。また，その人口比（10歳
から19歳の人口10万人当たりの一般刑法犯検挙人員）は，2003年が41.3人であったのが，その後
減少し続け，2012年には26.4人となっており１），少年非行は，人口減を上回って減少しているの
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Abstract
	 This	study	aims	to	clarify	the	recovery	process	of	juvenile	delinquents	and	to	examine	the	
methods	that	support	their	recovery.	The	methodology	included	analyzing	the	
autobiographies	of	former	juvenile	delinquents	using	the	Trajectory	Equifinality	Model	
(TEM),	which	is	a	theoretical	framework	that	clarifies	the	similarities	and	differences	in	the	
life	trajectories	of	individuals.	
	 The	results	showed	that,	under	familial	support,	juvenile	delinquents	tended	to	deny	that	
they	were,	 in	fact,	 juvenile	delinquents.	However,	by	focusing	on	healthy	experiences	and	
topics	that	provided	a	sense	of	fulfillment,	these	juveniles	were	able	to	detach	themselves	
from	delinquent	activities.	
	 In	addition,	upon	further	analysis,	the	findings	indicated	that	four	types	of	continuous	
support	are	required	to	promote	the	recovery	process	in	juvenile	delinquents:	1)	preparation	
for	adapting	to	specific	social	environments,	2)	recovery	of	self-efficacy	and	self-esteem,	3)	
support	for	psychological	aspects	that	can	both	proactively	and	aggressively	transform	
their	identity,	and	4)	continued	support	for	individuals’	improvement	in	social	life.
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が現状である。しかし，他方，少年非行における再犯者率（少年の一般刑法犯検挙人員に占める
再非行少年の人員の比率）は1998年の21.2％を底に増加に転じ，2013年には33.9％と最近15年間
で12.7ポイント上昇している１）。再犯・再非行の抑止に関しては，2013年に内閣府犯罪対策閣僚
会議が決定した「再犯防止に向けた総合対策」２）において，策定後10年間の取組の数値目標とし
て，刑務所等出所後２年以内に再び刑務所等に入所する者等の割合を20％以上削減することを掲
げ，種々の対策を打ち出した。特に，少年・若年者への対策に関しては，再犯等への連鎖を早期
に食い止めるために，個別の問題に即した指導・支援を集中的に実施するとともに家族等による
監督・監護の強化や，支援者による支援の輪の拡充を図ると述べている。
　非行少年の再犯等を抑止することは，少年非行を巡る重要な課題の一つであり，政府は，再犯
等に関して，対象者の特性や問題性，再犯等をしなかった者の更生の要因といった，再犯等の実
態や対策の有効性に関する総合的な調査研究を実施するとしている２）。しかし，犯罪・非行に関
する研究は，菊池３）が犯罪心理学研究の歴史的動向を概観して「犯罪原因を心理的に探究」する
ものであった旨を指摘しているように，犯罪・非行が起こされた原因を希求するものがほとんど
であり，再犯をしなかった者の更生の要因等，更生までの成り行きに関する実証的研究は，けっ
して多くない。
　再犯をしなかった者の更生の要因等に関する代表的な研究は，Sampson	＆	Laub４）が	Glueck
＆	Glueck５）のデータをライフコースの観点から再分析したもので，Sampsonらはその分析に基
づき，「生涯にわたる犯罪と逸脱とインフォーマル社会的コントロールに関する力動的理論的モデ
ル」を作成した。そして，犯罪や非行からの立ち直りには，仕事への定着と結婚が重要になると
指摘した。しかし，この研究について白井・岡本・柏尾・弓削・福田・栃尾・平山・林６）は，仕
事への定着や結婚までの過程，個人の特性や内面の変化といった心理的な変数に対する検討が十
分にされていないという課題を指摘した。そして，白井・岡本・福田・栃尾・小玉・河野・清水・
太田・林・林・岡本７）は，非行から立ち直った人物の自伝を，Sampsonらのモデルと照合する
などして分析し，更生のためには，逸脱行為を行う際に発揮されていた勤勉性が仕事など適応的
な領域で発揮できるようになること，そして，そのためには，非行では「居心地良くならない」，
「自己実現できない」という気づきがあることと援助者との出会いが重要となると述べた。また，
白井・福田・岡本・栃尾・柏尾・妹尾・小玉・木村・宝・辻本・田中８）は，リスク因子を持ちな
がらも非行に至らなかった人物の自伝を Sampsonらのモデルと照合するなどして分析し，「非行
リスクからの回復モデル」を作成した。そして，家族に対してある程度アタッチメントが形成さ
れていることが非行に至らない因子になることを明らかにした。また，家族や地域によるサポー
ト体制ができていること，人生の転回点においてふさわしい家族外の導き手やモデルとなる人物，
そして，興味・能力発揮の対象との出会いによって労働アタッチメントが強化され，再犯の抑止
につながると述べた。さらに，白井・岡本・栃尾・河野・近藤・福田・柏尾・小玉９）は，過去に
問題行動があり，そこから立ち直った人物に対するインタビュー結果を「非行リスクからの回復
モデル」と照合するなどして分析し，立ち直りのための導き手やモデルとなる人物との出会いの
ためには，少年の「ひたむきに物事に取り組む力」と「抑うつに耐える力（自分の心の中で今何
が起こっているかを直視し，自信のなさ，孤独，不安など，自分にとって受け入れがたい情緒を
適応的に処理していく自己の内面に方向づけられた力のこと）」の成熟が求められることを指摘し
た。また，この出会いに関して，白井・岡本・小玉・近藤・井上・堀尾・福田・安部10）は，非行
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からの立ち直りに対する効果的な援助のためには，援助する側の一方的な働きかけではなく，少
年の特性とうまくかみ合い，両者の関係形成が促進されることが影響することを明らかにした。
　また，河野11）は，非行少年に対する心理臨床面接による事例研究を踏まえて，非行から離脱す
る内的過程はリジリエンスプロセス（resilience	process）であり，このプロセスで非行少年は，
今までのアイデンティティの崩壊を体験する面があるため，援助者には，このプロセスで非行少
年が体験する不安や心の痛み，葛藤を真に内に抱えることの苦しさに対する支えが不可欠である
旨を述べた。
　これらの研究はいずれも，従前の非行の原因を探究し，それを緩和・除去することで立ち直り
の方策を検討するという観点ではなく，非行から離脱し，立ち直っていく過程において重要なポ
イントを探究するという観点から非行からの立ち直りへの援助を考察している。これは，非行少
年の立ち直りに向けて，彼／彼女の強み・長所を生かすなどの新たなアプローチのあり方を示唆
するもので，従前とは視点の転換が図られている。ただ，これらの研究で検討した事例は，過去
に逸脱行為があった人物のものではあるが，少年法制による介入が明確になされたものではない。
そのため，現行の少年法制による指導や教育の効果等を含めて検討できるものになっているとは
言いがたい。
　この点を検討できるものとして，対教師暴力事件を起こした少年に対する指導事例を分析した
室城12）の研究がある。この研究では，家庭裁判所調査官による継続指導がなされた対教師暴力の
少年非行９事例について，継続面接を振り返る面接の記録（インタビューデータ）を修正版グラ
ンデッドセオリーアプローチ（Ｍ‐ＧＴＡ）によって分析し，中学生の対教師暴力からの立ち直
りプロセスを明らかにしている。そして，そこから，非行少年の立ち直りに向けた援助には，少
年に自分の過ちに対する気づきと後悔をもたらす場を作ること，少年の心情に焦点を当てた「カ
ウンセリング的援助」及び，高校進学や就職といった新たな目標を持つことができる「ガイダン
ス的援助」を行うこと，そして，それらを通じて少年に「話し合って解決できる能力」，「生活力
と新たな目標」，「自信」を獲得させることが重要であると指摘した。この研究は，立ち直りに影
響を与える少年の内的な変化及び援助者の具体的な援助内容を明らかにしたことに意義がある。
ただ，対象者が中学生に限定されており，しかも指導の期間も数か月から１年強と比較的短いこ
と，また，直接の援助者とのかかわりのみからの考察であり，保護者をはじめとした少年を取り
巻く他の環境（状況）の要因が十分に考慮されているとは言いがたいことが課題として残る。
　非行からの立ち直りに関しては，久原13）が述べたように，それぞれの支援以外の立ち直りに影
響を与える要因を考慮し，社会生活を送る少年にとっての支援の意義を検討する必要がある。そ
こで本研究では，長期間にわたるライフコースを踏まえ，非行のあった少年本人が非行から立ち
直っていく過程を解明し，それに基づいて立ち直りのための支援のあり方をについて考察にして
いく。
　なお，ここでは，先行研究を踏まえ，立ち直りを「非行から離脱し，非行のない生活が実態と
しても心理的にも定着していくこと」とした。
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Ⅱ　方法
１．対象
　ＮＰＯ法人「セカンドチャンス！」の編集よる著書『セカンドチャンス！人生が変わった少年
院出院者たち』14）に掲載されている元非行少年（以下，対象者という。）の手記８編のうち，問
題行動を起こすようになってから立ち直るまでの経過について，比較的詳細に記載されているも
の５編とした。対象者５人の手記の概要は，表１のとおりである。
　ＮＰＯ法人「セカンドチャンス！」は，2009年，少年院出院者が経験と希望を分かち合い，仲
間として共に成長することを目的として設立された団体で，少年院出院者が互いの経験や未来を
語り合い，共有し合う場である交流会などを開催している14）。また，少年院，更生保護関連団体
等での講演も行っている。『セカンドチャンス！人生が変わった少年院出院者たち』は，この活動
について書かれた書籍であり，第２章には，当事者の手記として，少年院出身者が，問題行動を
起こすようになってから，非行を離脱して立ち直るまでの経過が掲載されている。
　片桐15）によれば，手記というドキュメントは，「その作成者の動機や意図を指し示す証拠とし
て取り扱われ」，「調査対象者の内面を深く理解することを可能にしてくれる資料」であり，「社会
生活に対する調査対象者の解釈や意味づけ，社会生活と調査対象者との関係」が記述されるとい
表１　対象者の手記の概要
事例 性別 概　　　要
Ａ 男
　小学校時から問題行動が見られ，高校入学後傷害事件を起こして退学した。その後，地
元の不良グループと交友を始め，再び事件を起こして少年鑑別所に入った。18歳のときに
傷害事件で中等少年院（一般長期処遇）に入所した。少年院仮退院後，仕事と趣味が中心
の生活となった。趣味の仲間の誘いで違法薬物を使用したことがあるが，「うしろめたさ」
を感じたと自ら断っている。
Ｂ 男
　中学２年に再会した小学校時の友人との交友をきっかけに逸脱行為をするようになった。
高校に進学したが，怠学が顕著で，不良グループとのつきあいもでき，詐欺まがいの行為
や薬物乱用を行うようになった。薬物事件で医療少年院に入所した。少年院仮退院後は，
薬物乱用者の自助グループと参加するようになり，薬物乱用を断った。その後，薬物乱用
者対象の自助グループの施設職員として働いている。
Ｃ 男
　中学２年後半ころから学校生活に不適応を感じて不良仲間とつきあいをはじめ，万引き
等の非行を繰り返した。高校に進学したが，怠学等で１年２学期に中退した。その後，暴
走族に加入し，強盗等を起こして中等少年院（一般短期処遇）に入所した。仮退院後，定
時制高校に入学したが，２度の留年を繰り返して退学した。しかし，その後，再入学し，
高校卒業後は，教員を志して短期大学で教員採用試験に向けて準備している。
Ｄ 女
　中学入学直後から怠学，教員への反抗などがみられるようになり，その後，売春行為，
薬物乱用をするようになった。中学２年時，薬物事件で少年院（一般長期処遇）に入所し
た。中学３年時に仮退院したが，すぐに家出し，年齢を偽って風俗店で働いた。17歳のと
き，兄の留学先の学校を訪れ，その後，自分も留学したいと，高等学校卒業程度認定試験
（大検）で高卒資格を取得し，海外の高校に編入した。高校を卒業と同時に帰国し，大学に
進学した。
Ｅ 男
　中学時、加入した運動部で活躍できず，不良グループとつきあいを始めた。高校入学直
後に暴走族に加入し，次第に怠学するようになった。仲間と遊んでいる最中に起こした傷
害事件で中等少年院（一般長期課程）に入所した。仮退院後，不良仲間との交友を断つた
めに地元を離れた。働きながらフリースクールで勉強し，教員を目指して大学に進学した。
教員採用試験は不合格で教員への道を諦め，その後，ひきこもり等の若者のための団体で
スタッフとして働いている。
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う。そのため，当事者の手記の分析は，調査対象者の内面（内的な変化）と対象者とそれを取り
巻く環境との関係（交互作用）について，調査対象者の観点からの解釈過程を明らかにできると
いえる。
　なお，本研究で刊行されている資料を対象としたのは，過去に非行のあった少年（元非行少年）
を一般に追跡調査することは許容されにくく，しかもプライバシーの観点から公表することも適
切ではないと思われたことによる。また，元非行少年の生い立ちが詳細に記載された手記が極め
て少ないため，これらが複数掲載されている『セカンドチャンス！人生が変わった少年院出院者
たち』を分析の対象とした。
２．分析手続
　本研究では，かつて非行があった者の立ち直りの過程を明らかにするために，行為の遂行や選
択，発達的現象について，時間的経緯や社会的文化的背景の多様性を記述できる方法論である「複
線径路等至性モデル（Trajectory	Equifinality	Model；以下，ＴＥＭ）を用いて分析し，対象者
の非行からの立ち直りの過程に関するモデル図を作成した。
　ＴＥＭとは，Valsiner,Jが，発達心理学・文化心理学的な観点に等至性（Equifinaly）概念と
複線径路（Trajectory）の概念を取り入れようと創案したもので，人間の経験を時間的変化と社
会的・文化的な文脈との関係で捉え，時間を捨象することなく，人間の思考や行動，態度，感情
の時間的な変化といった，その多様な過程を提示するという理念を基盤とする質的研究の方法論
的枠組みである（サトウ16））。ＴＥＭでは，個人独自の文脈や体験の流れの分析と，個人間の比較
を同時に実現できるよう，等至点（EFP）．必須通過点（OPP），分岐点（BFP）などの概念を用
いて，複数の個人の流れ，あるいは個人のなかに可能性として存在する複数の体験の流れを比較
分析する。
　等至性とは，開放システム（それらを取り巻く外界・環境との交換関係を抜きにしては存在し
得ないシステムのこと）が，異なる径路をたどりながらも類似の結果にたどり着くということを
示すものである。また，等至点（Equifinality	Point＝ EFP）とは，この等至性を実現するポイ
ントのことである。なお，等至点は固定的なものではなく，研究者が研究上の焦点として設定す
ることになるが，対象者にとって何らかの意味で重要なポイントであることが多い。また，研究
上の焦点となる事象が一つに絞られるべきだということを意味するわけでもない。
　複線径路は，一つの等至点までの径路の多様さ，発達径路の多重性（Multi-linearity）を示す
ための概念である。
　必須通過点（Obligatory	Passage	Point＝ OPP）は，「全員が必ず」というわけではないとし
ても，多くの人が通過するポイントのことである。必須通過点という概念は，個人の多様性を制
約する契機を見つけやすくするという点で重要である。
　分岐点（Bifurcation	Point＝ BFP）は，ある経験において，複線径路を可能にする分岐や選
択が生じる結節点（node）のことである。分岐点は，径路が分岐することが前提になっているの
ではなく，経過の中で選択肢として生まれるもので，それによって複数の径路が発生する。
　また，対象者の選択等に係る環境要因とそれを下支えするような文化社会的圧力で，等至点に
近づくことを阻害する力を社会的方向づけ（Social	Direction＝ SD）といい，逆に，等至点に近
づくことをサポートする力を社会的助勢（Social	Guidance＝ SG）という。これらを示すことに
より，意識であれ，無意識的であれ，「こうせざるを得ない」方向へと促されてゆくありようを描
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くことができ，行為の背景にある社会や文化のあり方に焦点を当てた考察を可能にする。
　従来の研究では，元非行少年の自伝を既存のモデルと照合したり，非行少年に対するインタ
ビュー結果をＭ‐ＧＴＡを用いて分析したりして，非行からの立ち直りの内実を解明している。
しかし，これらの方法では，リスク因子とそれらの関連性（構造）の解明はされるが，「時間」，
「時系列」は捨象され，立ち直りの「過程」が十分に解明されるとは言い難いところある。
　本研究は，元非行少年の手記から，非行を起こすようになるまでの経路と，その後の立ち直り
の径路及びその時々の心境を読み取りながら，非行からの立ち直りの過程を明らかにすることを
目的とするため，個人の体験を個別に扱いつつ，個人間の共通性や差異，また，その時系列的変
化を分析することができるＴＥＭを分析方法に用いた。
　実際の分析の手順は，次のとおりである。
①　対象者５人の手記の内容を意味のまとまりごとに切片化し，それぞれの経験に，その内容を
端的に示す見出しをつける。
②　各対象者の思考や認知，行動などの変化について時間を軸にしてまとめ，《非行からの離脱》
を等至点（EFP）として，対象者各人のＴＥＭ図を作成する。
③　②で作成した５つのＴＥＭ図について，類似した内容のものをまとめて，それにＴＥＭの各
概念を参照しながらカテゴリーを作成した上で，一つのＴＥＭ図に統合する。
Ⅲ　結果・考察
１　非行からの立ち直りのプロセス
　Ⅱで示した方法により作成したＴＥＭ図は，図１，２のとおりである。
　なお，分析により，生成できた必須通過点，分岐点及び社会的方向づけ・社会的助勢は，表３
のとおりである。
　非行が少年の非行からの離脱のプロセスを必須通過点により，次の４期に区分できた。
　以下では，図に沿って，時期別に非行少年の経験とその変容を提示し，非行からの立ち直りの
プロセスを記述する。（〈　〉内は生成されたカテゴリー）
１．１	【逸脱行為がみられるまで】
　対象者は，日頃から家庭環境に対する引け目や同胞に対する劣等感，部活動でレギュラーにな
れないことへの不遇感などを抱いたり，日常生活の中で充足感を持てていなかったりするなど，
家庭や学校生活で満たされない思いを持っていた。そして，代替的に充足する対象として不良グ
ループと関わるようになり，それらの者と一緒に〈問題行動を発現〉させる。また，こうしたこ
とに対して他罰，合理化といった気持ちや刹那的な気持ちがあることで，改めようとする気持ち
が働かないところがある。ただし，同時に，現在の生活が続くことでの〈将来に対する不安〉を
持つところもある。
１．２	【逸脱行為が拡大し，非行（事件）を起して施設（少年鑑別所，少年院）に収容されるまで】
　非行・問題行動や態度を改める気持ちがないことから，〈保護者からの指導〉に従うことはな
く，〈不良交友へ傾倒〉する。それに伴って非行文化の取入れが進み，〈“非行少年”としてのアイ
デンティティの形成〉が図られ，問題行動が拡大する。また，〈保護者等から指導されない〉ため
に，問題行動が拡大する者もいる。
－　　－53
少年の非行からの立ち直りのプロセスに関する一考察
図１【	非行からの立ち直りの過程（逸脱行為の発現～少年院仮退院等（社会復帰）】
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図２【非行からの立ち直りの過程（少年院仮退院等～非行からの離脱）】
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少年の非行からの立ち直りのプロセスに関する一考察
　問題行動の延長上として非行を起こし，少年事件として少年司法の手続に付されて指導される。
しかし，保護者からの指導と同様，それらの指導を受け止めず，〈問題行動は継続・拡大〉され，
さらに〈健全な生活領域から離反〉する。そして，非行性を深化させ，ついには逮捕されるほど
の〈非行（事件）〉を起こし，〈少年司法上の措置〉が執られ，〈少年院等入所〉となる。
　〈問題行動の継続・拡大〉は，不良交友－非行親和的な価値観を持った環境－への同一化によ
り促進され，〈非行文化・価値観を取り入れ〉，自らの〈“非行少年”としてのアイデンティティの
強化〉を図る。また，このようなアイデンティティに起因する行動や態度により，〈周囲からの被
排除感〉を持ち，「非」非行文化・価値観，それらを持つ他者との関係が疎遠になる。そして，そ
れを補償するかのように，同じ非行文化・価値観を持つ者たちとの凝集性を高め，〈非行文化・価
値観の取入れ〉を促進させていく。
　また，その一方で，〈心身の傷つきに対する痛み〉を体験したり，〈将来に対する不安〉を持っ
たりしており，対象者は，非行文化・価値観への親和性とそれに対するネガティブな心情の間の
表２　ＴＥＭの概念に対する本研究での意味
概　	念 意　　　　味
等至点（EFP）
《非行からの離脱》
　両極化した等至点（Polarized-Equifinality	Point＝ P-EFP）としての
《非行の継続》
必須通過点（OPP）
〈問題行動の発現〉
〈少年司法上の措置（非行 (事件化 )，少年院入院）
〈少年鑑別所退所・少年院仮退院〉
分岐点（BFP）
〈（指導を）受け入れる／受け入れない〉【指導に対する態度】
〈生活領域から離反／再確保〉【生活場面の確保と逸脱】
〈施設での課題への取組み／拒否〉【施設での課題の取組み】
〈施設での教官の関わりの受け止め／拒否〉【教官の指導への取組み】
〈再非行に対する罪悪感・後悔の念／現状への肯定的評価〉
【再非行の受け止め】
〈生活に対する適応（受容感・充実感）／不適応〉
【生活場面に対する主観的体験】
社会的方向づけ（SD）
〈周囲からの被排除感〉
〈不良交友への傾倒〉
〈“非行少年”としてのアイデンティティの形成・強化〉
〈非行への固執（不良仲間への忠誠）〉
〈（少年鑑別所・少年院に）入所に収容されたことへの不満〉
〈“普通に戻れない”という自棄的感情〉
〈変化への抵抗感〉
〈かつての仲間を失う心細さ〉
社会的助勢（SG）
〈将来に対する不安〉
〈心身の傷つきに対する痛み〉
〈少年鑑別所・少年院（教官）の指導〉
〈更生を願う家族等の励まし〉
〈安心して生活できる場所の確保〉
〈信頼されている実感〉
〈“非行少年”であることへの否定的感情〉
〈目標を支えてくれる家族・受け入れてくれる健全な仲間（コミュニティ）〉
〈“目標に向かう自分”への価値づけ〉
〈“非行少年だった過去”の受入れ・現在との連続性の確認〉
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葛藤的な心性にさらされた状態にある。
１．３	【少年鑑別所・少年院への入所から退所（社会復帰）まで】
　対象者は，起こした非行によって逮捕され，家庭裁判所で観護措置を執られて少年鑑別所に入
所したり，その後，少年院送致決定に付されて少年院に入所したりする。期間の違いはあるが，
いずれにおいても，それまでの日常生活から切り離され，施設内で自由を制限され，規律に従う
という非日常的な生活を強いられる。また，特に少年院では更生に向けた課題を与えられ，「教
官」の指導を受ける。しかし，対象者は，少年院等への入所当初，〈収容されたことへの不満〉か
ら〈課題への取り組み〉，〈教官の関わり〉に拒否的な構えを示す。また，この背景には，これま
での〈非行への固執〉の構えや，それを支え，その証しでもある不良仲間への忠誠心を保持する
気持ちもある。
　その一方で，施設での生活は，〈安心して生活できる場所の確保〉という意味を持ち，次第に受
け入れて馴染んでいく。〈教官の関わり〉についても，戸惑いながらも受け止め，〈少年院・少年
鑑別所（教官）の指導〉に向き合い，〈課題への取り組み〉もみせる。そして，その中で，〈努力
への手応え感・充実感〉を体験し，問題行動をみせるようになった頃には低下させていた自己効
力感，自尊感情が回復する。また，自分の〈過去のふりかえり〉も行うようになり，非行行為や
非行文化・価値観に対する見直しが行われ，〈非行からの離脱〉を決意する。なお，この変容にお
いては，面会や通信による〈更生を願う家族等の励まし〉が大きな要因の一つになっている。
１．４	【少年鑑別所・少年院を退所し，非行から離脱するまで】
　対象者は，非行からの離脱を決意して少年院等を退所し，社会生活に復帰する。復帰にあたっ
ては，在宅処分に付されて少年鑑別所を退所した事例，少年院を仮退院した事例のいずれも保護
観察による指導が付けられた。少年院を仮退院した対象者は，少年院在院中から担当の保護司と
面談を行い，帰住先（主に家庭），退所後の就労などについて，保護者も含めて調整が図られた上
で社会に復帰し，退所後すぐに新生活をスタートさせる。
　この新生活への定着の可否が，《非行からの離脱・立ち直り》（EFP）と《非行の継続（再非行）》
（P-EFP）との分岐点になる。そして，新生活への定着は，新生活の場で〈受容される体験〉，〈充
実感の体験〉を得られるかどうかに係ってくる。これらが得られず，〈不適応感〉を持つ場合に
は，非行からの離脱・立ち直りはできず，非行を継続させる可能性が高くなる。
　対象者にとって社会復帰後の新生活は，ある程度調整が図られているとはいえ，周囲との人間
関係，社会的役割など，これまでなかった多くのことを新たに作り上げる必要が生じる。家族と
の関係も，面会等を通じて再構築されているところはあるが，実生活上の関係の再構築は，実際
の生活交渉の中でしか調整できない種々の日常的な出来事を通して行われる必要がある。そのた
め，対象者は，未知の生活に投げ込まれるような体験をする。そこで受容された場合には，定着
へと首尾よく向えるが，〈孤独感〉を体験するような場合，〈不適応感〉を持ち，〈新生活から離
反〉する。そして，その代わりに親和的になりやすいそれまでの〈非行少年としてプライド（ア
イデンティティ）〉や，〈不良仲間との交友〉を拠り所とする。そして，これらが助長された場合
には再非行に至る。
　ただし，この再非行に対しては，更生のための指導，教育がなされる前との違い〈罪悪感・後
悔の念〉を抱く。この場合，周囲に援助を得て，または，自力で，非行のない健全な生活を模索
し，目標を新たに設定し，再設定した新生活へと歩み出す。再スタートさせた新生活で〈受容さ
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れた体験〉，〈充実感の体験〉を得て，〈興味を持て，能力を発揮できる健全な対象を獲得〉し，非
行のない生活を定着させていく。
　この非行のない生活への歩み出しと定着を促進させるのは，少年の〈目標を支えてくれる家族・
受け入れてくれる仲間（コミュニティ）〉の存在である。これら身近な周囲のサポートと，それら
に〈信頼されている実感〉があることで，〈“目標に向かう自分”への価値づけ〉を行うことがで
き，非行のない生活への適応感が促進される。この過程で対象者は，〈かつての仲間を失う心細
さ〉を体験する。また，〈非行少年であることへの否定的感情〉が形成される。これは，それまで
の自分を否定し，新たな自分を再構築－アイデンティティの変容－を体験することであり，その
渦中では，〈変化に対する抵抗感〉が生じる。これは，非行からの離脱を阻害する力として作用す
るが，対象者は，この抵抗感を抱えながらも〈“非行少年だった過去”を受け入れ，現在との連続
性を確認〉しながら，非行のない自分へと変化することを体験していく。
　他方，この過程で対象者は，非行のない〈“普通の生活に戻れない”という自棄的心情〉を抱
く。この心情にコミットしてしまうと再非行に向かい，さらにそうした行動をとることで，この
心情が強化されるという負のスパイラルに陥ることになる。
２．総合的考察－非行少年の立ち直りに向けた支援に対する示唆
　本研究で明らかになった非行からの立ち直りの過程から，立ち直りを促進するための支援に対
して示唆されることについて整理する。
２．１	適応する健全な環境の整備
　非行少年の立ち直りについては，興味を持ち，能力を発揮できる健全な対象の獲得の可否が分
岐点の一つになっている。法務省１）によれば，少年院を仮退院の退院後３年以内の再非行率は，
就労のない者は，ある者の約４倍であるといわれており，就労という興味を持ち，能力を発揮で
きる対象があることが再非行の抑止につながると理解できる。また，Sampson	＆	Laub４）も，犯
罪・非行からの立ち直りには，仕事への定着や結婚が重要であると指摘しており，非行少年の立
ち直りの支援のためには，職場など少年が興味を持ち，能力を発揮できる対象を用意することが
必要となる。
２．２	自己効力感，自尊心の回復
　本研究の結果からは，〈受容され体験〉，〈充実感の体験〉が得られ，周囲から〈信頼されている
という実感〉がある場合に社会適応が可能になることが明らかになった。この結果を踏まえて考
えると，非行少年に対する支援にあたって特に支援する側には，「少年を信頼すること」が大切に
なる。そして，信頼の上に立った指導を行うためには，少年の問題点を踏まえた上で，長所（強
み）に焦点を当て，持っている能力を十分に活用できるようエンパワメントしていく働きかけが
肝要となる。これにより，Maruna17）が述べているように，元犯罪者・非行少年は，最初は自分
で自分を信じられないが，周囲の誰かが信じてくることで，本当は，自分には自分なりの価値が
あると思えるようになり（Marunaは，これを「鏡像としてのリカバリー」と呼んだ），自発性を
発揮しできるようになる。そして，さらにそれによって自己効力感，自尊心を回復させていくと
いえる。
２．３	アイデンティティの変容
　非行からの立ち直りの過程で少年は，新たな価値観の取入れが行われることになり，従前の価
値観の変更を迫られる。この変更について白井ら８）は，「非行では自己実現できない」という気
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づきがターニングポイントになると指摘している。本研究で少年は，ライフコースの中で，非行
化の過程で次第に非行少年としてのアイデンティティを形成していき，立ち直りの過程ではそれ
を否定し，〈目標に向かう自分への価値づけ〉を行っていくことが明らかになった。また，〈非行
少年であることへの否定的な感情〉と同時に，〈普通には戻れないという自棄的な心情〉と〈変化
への抵抗感〉を持っていることが解明された。少年は，少年院等の教育や教官のかかわり・指導
によって，非行ではない・健全さの範疇にある行為によって評価を得る。そして，その評価は，
自己効力感と自尊心を向上させ，社会内でも相応の適応的な行動をとれるかも知れないというポ
ジティブな見通しを持ち得ることにつながる。この健全な自己効力感，自尊心は，挫折によって
低下したが，非行や問題行動を散見させる以前には学業や部活動などで満たされていたものであ
るため，少年本人は親和性を持つ。そして，親和性があることが〈非行少年であることへの否定
的な感情〉の助長に働く。しかし，非行少年ではない行動様式をとることは，直前までの自分と
は異なる価値観に基づいた行動・振舞いをすることであり，それは，非行があった過去の自分の
否定という意味を内包する。河野11）が「この過程で体験する価値観の変更は，今までのアイデン
ティティの崩壊を体験することにつながる」と述べたように，過去とは異なる行為をすることに
対する抵抗感が生じやすく，変化すること，変化を受け入れることは容易ではない。また，実際
の行動・振舞いが新たな生活で通用するは未知数であるという不安，周囲から受け入れられるか
の心許なさも持つ。むしろ，周囲から“非行少年である”と認識（ラベリング）されているとい
う感覚があることで，〈“普通に戻れない”という自棄的心情〉が生じて，実行への心理的なハー
ドルが高くなり，馴染みのあるそれまでの問題解決方法による対応（非行等の社会的には容認さ
れない対処方法）を取りがちとなる（その場合，不良交友を復活させたり，再非行に至ったりす
る）。さらには，行動様式を転換することは，それまで類似した価値観に基づいて行動してきた仲
間との齟齬を生じさせることであり，かつての仲間を失うことにつながる面がある。そのため，
非行のない行動様式をとる自分を新たに受け入れてくれるコミュニティが形成され，つながりを
実感できるようになるまでの間，孤独感に耐える必要が生じる。
　このように立ち直りの過程にある少年は，これら両価的な感情の間での葛藤を抱えた状態にあ
り，非行からの立ち直りには，この状態をいかに乗り越えるかが大きな岐路になる。
　そのため，立ち直りの支援にあたっては，非行からの立ち直り過程において，この状態のつら
さや不安を支えながら，変化することの利益，現状に留まることによるリスクを自覚させ，少年
自身の前向きなものの見方や考え方を引き出せるよう，継続的な支持を基盤に，動機付け面接法
などによる心理面へのアプローチや，問題や状況の意味を少年が主体的，積極的に取り組めるも
のにリフレーミングしていくアプローチが必要となる。
　なお，立ち直りの過程で要求されるアイデンティティの変容は，立ち直る前後でアイデンティ
ティが別物になることではなく，〈非行少年だった過去を受け入れ〉，〈現在との連続性を確認〉し，
あの過去があって今の自分があるというように，セルフ・ナラティヴを書き換えていくことであ
る。支援する側には，少年がそれをできるようにサポートしていくことが不可欠となる。
２．４	健全な生活への定着の促進
　アイデンティティとは，Erikson18）によれば，自我の持つさまざまな統合方法に与えられた自
己の同一と連続性が存在するという事実と，これら総合的方法が同時に他者に対して自己がもつ
意味の同一性の連続を補償する働きをしているという事実の自覚であり，他者との関係の中で確
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立されるものである。Maruna17）によれば，非行からの立ち直りも本人と重要な他者との相互関
係を通じて形作られる構成概念であり，立ち直りにおけるアイデンティティの変容は，少年本人
の変化だけでは成立せず，周囲に認識されているという実感が必要となるという。そして，この
実感を持てるようにするためには，非行があったという過去の上に立つ現在の自分が社会に役立っ
ており，社会の一員であるという実感を持てるよう，少年を包摂する環境へのアプローチも含め
た支援が肝要となる。そして，その支援には，「非行をやめた」時点ではなく，「非行を辞めた自
分が社会に根づいたと本人が実感できるまで」の継続性のあるものであることが求められる。
Ⅳ　おわりに
　手記の分析により，かつて非行を起こした人たちの非行からの立ち直りの過程を解明し，それ
に基づいて，立ち直り支援のあり方について検討した。
　その結果，非行少年は，目標を支えてくれる家族等の支援の下，非行少年であることを否定す
るようになり，受容感や充実感を体験しながら，コミットできる健全な対象を獲得していくこと
で非行から離脱できるようになることが解明された。そして，それを促進するための支援として
①　少年が適応する社会的環境を整備する。
②　その環境との関わりを通じて，自己効力感，自尊心を回復できるようにする。
③　立ち直りの過程において少年たちが迫られるアイデンティティの変容に関して，そのつら
さ，不安をサポートしながら，主体的，積極的に変容に向えるよう心理面への支援を行う。
④　少年たちが，非行があった過去を踏まえてアイデンティティを再統合し，それが社会的に
も承認されるよう，非行をやめた少年のアイデンティティが社会に根づくまで継続的に支援
する。
の４点が重要になることが示唆された。
　ただし，本研究では，対象が，出版物として公開された手記であるため，例えば，少年が新た
な環境に適応感等を持つようになった経緯や，非行を起こしていた過去の受け止めと統合といっ
た詳細な心理過程に関する情報は，けっして十分とはいえない。また，家族をはじめとする周囲
の少年に対する受け止め方や，関係の持ち方などについても検討を加え，少年の生活システム全
体の変容を視野に入れた立ち直り過程の解明も必要である。
　今後は，これらの点を考慮して立ち直り過程をより詳細に解明し，立ち直り支援に関する検討
を深めていきたい。
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